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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第７区分
【発行日】平成29年5月18日(2017.5.18)

【公開番号】特開2017-19665(P2017-19665A)
【公開日】平成29年1月26日(2017.1.26)
【年通号数】公開・登録公報2017-004
【出願番号】特願2016-162558(P2016-162558)
【国際特許分類】
   Ｂ６５Ｇ  47/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６５Ｇ   47/14     １０３　

【手続補正書】
【提出日】平成29年3月28日(2017.3.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パーツの導入口となる第１開口部と、前記パーツの排出口となる第２開口部とを含む円
筒状のドラムと、
　前記ドラムの側壁から前記ドラムの内側に突出する複数の突起部と、
　前記第１開口部の中心が前記第２開口部の中心より高い状態で、重力方向と交わる回転
軸を中心に前記ドラムを回転させる駆動機構と、を備えた絡み部品分離装置。
【請求項２】
　前記複数の突起部のそれぞれの複数の端部間の距離の最小値は、パーツの最大値より大
きい、請求項１に記載の絡み部品分離装置。
【請求項３】
　前記複数の突起部それぞれが前記ドラムの内壁に配置される間隔は、パーツの最大長よ
り大きい、請求項１または２に記載の絡み部品分離装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
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